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都
市
機
能
、地
域
資
源
、

人
が〝
息
づ
く
〞ま
ち
を

目
指
し
て
。

まちづくりのコンセプト

『でべそプラン』で凹から凸へぼこ

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
「
渋
川
市
総
合
計
画
基

本
構
想
」。
中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
、
そ
の
構
想
の
中
で

特
に
力
を
入
れ
て
い
く
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
１
つ
で
す
。

20
年
度
に
策
定
し
た
「
中
心
市
街
地
活
性
化
プ
ラ
ン
」
は
、

活
性
化
実
現
に
向
け
た
、
実
効
性
の
あ
る
具
体
的
な
実
行
計

画
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
プ
ラ
ン
策
定
の
経
過
や
そ

の
内
容
、
今
年
度
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
活
性
化
プ
ラ

ン
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
策
定
委
員
会
と
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
い
う
２
つ

の
組
織
を
つ
く
り
、
具
体
的

な
素
案
作
り
か
ら
市
民
の
皆

さ
ん
に
参
画
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、

公
募
市
民
や
各
種
団
体
か
ら

の
推
薦
に
よ
る
26
人
で
構
成

さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン

セ
プ
ト(

基
本
方
針)

や
将

来
像
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト(

事

業
計
画)

に
つ
い
て
、
４
つ

の
部
会
に
分
か
れ
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
い
な
が
ら
素
案

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

策
定
委
員
会
は
、
各
種
団

体
や
学
識
経
験
者
、
市
職
員

な
ど
で
組
織
し
、
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
が
ま
と
め
た
素

案
を
審
議
し
て
、
体
系
的
な

ま
と
め
を
行
う
形
で
策
定
作

業
を
進
め
ま
し
た
。

策
定
に
は
す
べ
て

市
民
が
参
画

でこ

まちづくり市民サポーターの皆さんまちづくり市民サポーターの皆さん
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中
心
市
街
地
活
性
化
プ
ラ

ン
は
、
平
成
21
年
４
月
か
ら

10
年
間
を
目
標
期
間
と
し
て

い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
行
を
期
間
の
３
年
以
内
に

着
手
す
る
「
前
期
」、
４
〜

７
年
以
内
に
着
手
す
る
「
中

期
」、
８
〜
10
年
以
内
に
着

手
す
る
「
後
期
」
の
３
つ
に

分
け
、
お
お
む
ね
３
年
ご
と

に
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
の
構
成
と
し
て
、

中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め

の
「
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
セ
プ

　

現
在
の
中
心
市
街
地
は
、

人
口
や
商
店
の
減
少
な
ど
へ

こ
ん
だ(
凹ぼ

こ)
状
況
に
あ
り

ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
し
、

　

中
心
市
街
地
の
将
来
像
は
、

都
市
機
能
や
地
域
資
源
、
人

が
「
息
づ
く
」
ま
ち
と
し
ま

し
た
。

　

歴
史
、
文
化
、
芸
術
、
自

然
、
都
市
施
設
、
特
産
品
な

活
性
化
を
進
め
る
こ
と
で
、

将
来
的
に
は
人
口
や
都
市
機

能
、
地
域
の
魅
力
が
集
積
し

た
「
ま
ち
の
へ
そ
」(

凸で
こ)

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　
「
で
べ
そ(

Ｄ
ｅ
Ｂ
ｅ
Ｓ

ｏ)
」
は
、
本
市
が
日
本
の

真
ん
な
か
「
へ
そ
の
ま
ち
」

で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
表
す

ほ
か
、
発
展
を
意
味
す
る

「
Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ

ｔ
」、冒
険
を
意
味
す
る
「
Ｖ

ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
」、
魂
を
意

味
す
る
「
Ｓ
ｏ
ｕ
ｌ
」
の
最

初
の
２
文
字
を
つ
な
げ
た
も

の
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

「
で
べ
そ
」
に
は
、『
発
展
、

活
性
化
の
た
め
思
い
切
っ
た

試
み
を
皆
で
力
を
合
わ
せ
魂

を
込
め
て
実
施
し
て
い
こ
う
』

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

ど
、
中
心
市
街
地
が
も
つ
地

域
資
源
と
周
辺
地
区
の
地
域

資
源
を
連
携
さ
せ
、
活
用
し

て
い
く
こ
と
で
、
伊
香
保
温

泉
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い

活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
中
心
市
街

地
ま
ち
づ
く
り
市
民
サ
ポ
ー

タ
ー(

以
下
、
ま
ち
づ
く
り
サ

ポ
ー
タ
ー)

の
皆
さ
ん
が
活
発

に
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
性
化
に
向
け

た
取
り
組
み
が
継
続
的
に
行

わ
れ
、
人
々
の
活
動
が
息
づ

く
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

ト
」
と
、
10
年
後
に
目
指
す

「
将
来
像
」
を
設
定
し
、
こ

の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め

に
、
基
本
視
点
と
３
つ
の
目

標
か
ら
な
る
「
活
性
化
の
目

標
」
を
定
め
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
活
性
化
の
目
標
を
実

現
す
る
た
め
、
各
目
標
ご
と

に
取
組
方
針
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
設
定
し
、
16
の
具
体
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
定
め
ま

し
た
。

プ
ラ
ン
の
目
標

期
間
と
構
成

コ
ン
セ
プ
ト
は

「
で
べ
そ
づ
く
り
」

将
来
像
は

「
息
づ
く
ま
ち
」

特集 中心市街地活性化プランに基づく取り組み

ワーキンググル
ープでの検討の
様子(上)　提案
された意見をま
とめた用紙(左)
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将
来
像
を
実
現
さ
せ
る
た

め
、
３
つ
の
目
標
と
そ
れ
ら

を
つ
な
ぐ
基
本
視
点
を
定
め
、

各
目
標
ご
と
に
取
組
方
針
、

具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

定
め
て
い
ま
す
（
別
表
参

照
）。

　

例
え
ば
、「
地
域
で
育
む
ミ

ニ
公
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
中

で
「
区
画
整
理
の
建
物
移
転

に
伴
う
未
利
用
地
が
空
洞
化

イ
メ
ー
ジ
を
出
し
て
し
ま
う
。

建
物
や
公
園
な
ど
が
整
備
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
花
な
ど
を

植
え
暫
定
的
に
ミ
ニ
公
園
と

し
た
ら
ど
う
か
」
と
い
う
意

見
が
出
さ
れ
、
そ
の
意
見
を

も
と
に
「
ど
う
い
っ
た
方
法

で
」
誰
が
中
心
に
な
っ
て
行

う
か
を
話
し
合
い
、
１
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
仕
上
げ
ま

し
た
。

　

16
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

全
て
が
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
市
民
の
意
見
や
提
言
を

基
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
中

心
市
街
地
が
抱
え
る
課
題
に

対
し
具
体
的
な
方
策
を
講
じ

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、「
ま
ち
な
か
マ

ー
ケ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
「
地
域
で
育
む
ミ
ニ
公
園

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
着
手
し

ま
す
。

　

ま
ち
な
か
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
中
心
市
街

地
に
生
鮮
品
を
取
り
扱
う
店

舗
を
誘
致
ま
た
は
設
置
し
、

ま
ち
な
か
で
の
居
住
環
境
を

整
備
す
る
」
と
い
っ
た
内
容

で
、
10
月
４
日
に
ま
ち
な
か

セ
ン
タ
ー
市
場
が
オ
ー
プ
ン

し
た
こ
と
に
よ
り
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
具
体
的
に
実
現
し

　

中
心
市
街
地

活
性
化
プ
ラ
ン

の
策
定
経
過
に

つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
「
広

報
し
ぶ
か
わ
」

で
３
回
特
集
し
、

そ
の
内
容
を
お

知
ら
せ
し
て
き

ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
は
、
１

回
目
が
中
心
市

街
地
の
現
状
と

課
題
、
２
回
目

が
中
心
市
街
地

の
範
囲
、
３
回

目
は
中
心
市
街

地
が
果
た
す
役

割
で
し
た
。

　

平
成
20
年
度

こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
す

べ
て
を
一
度
に
着
手
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
10
年

の
計
画
期
間
に
割
り
振
り
し
、

着
実
に
取
り
組
ん
で
行
く
予

定
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
何
に

着
手
し
、
ど
こ
ま
で
進
ん
だ

か
を
確
認
す
る
た
め
、
年
次

報
告
書
を
作
成
し
て
、
進
行

を
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

　

中
に
は
、着
手
し
た
結
果
、

具
体
的
に
進
め
な
い
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
原
因
や
問
題

点
を
整
理
し
、
現
状
に
合
っ

た
方
向
に
見
直
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

取
組
方
針
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

今
年
度
の
取
り
組
み

（別表）活性化の目標・取組方針と16のプロジェクト
活性化の目標 取組方針 プロジェクト名

暮らす
【ほのぼの】

さまざまな
人々が

まちなかで
安全に
暮らす場

まちなか居住の
推進

まちなか居住促進

まちなかマーケット

コミュニティ
機能の充実

地域で育むミニ公園

商店街交流広場

商店街の
再生

屋台村

「改めまして」商店街PR

交通機能の
充実

楽々バス

来街者用まちなか駐
車場

生み出す
【いきいき】

地域資源を
活用した

新たなビジネス
創造の場

地域ブランドの
新規創出

アートのまち

しぶかわの名物づくり

創業支援
人材育成

まちづくりカフェ

まちなか創業支援

誘(いざな)う
【くるくる】

歴史や風土を
感じる

新たな交流の
場

都市型観光の
推進

歩くまち

まちなかガイド

情報発信
地域セールス

しぶかわPR

観光プラザ↖

中
心
市
街
地
活
性
化
プ
ラ
ン

策
定
の
あ
ゆ
み

９
／

２

８
／

23

８
／

６

７
／

29

７
／

22

６
／

29
６
月

【
平
成
20
年
】

第
３
回
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議

第
３
回
ま
ち
づ
く
り
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

第
２
回
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議

第
２
回
ま
ち
づ
く
り
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

第
１
回
策
定
委
員
会
お
よ
び
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
合
同
会
議

第
１
回
ま
ち
づ
く
り
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

中
心
市
街
地
活
性
化
プ
ラ
ン
策
定
委
員

お
よ
び
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
選
出

第１回の特集を
掲載した広報誌
平成20年10月
15日号の紙面

ピーアール



5

特集 中心市街地活性化プランに基づく取り組み

の
主
な
検
討
の

経
過
は
、
上
表

の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
計

14
回
の
会
議
が

開
か
れ
、
延
べ

２
７
３
人
が
検

討
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
細

か
い
打
ち
合
わ

せ
や
数
回
の
イ

ベ
ン
ト
の
参
加

者
を
含
め
る
と
、

も
っ
と
多
く
の

人
が
プ
ラ
ン
の

策
定
に
携
わ
っ

て
き
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ー
タ
ー
の
活
動
を
支
援
し
、

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創

出
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ち
を
元
気
に
し
て
い
く

原
動
力
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
熱
意
と
活
動
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
や
商

業
者
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
の

「
協
働
」、
ま
た
、
中
心
市
街

地
と
周
辺
地
域
と
多
様
な

「
交
流
」
を
進
め
な
が
ら
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
想
い
と
期

待
が
集
積
し
た
「
中
心
市
街

地
活
性
化
プ
ラ
ン
」
の
実
現

に
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

こ
の
特
集
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
商
工
振
興
課

(

☎
㉒
２
５
９
６)

へ
。

　

計
画
を
実
現
し
て
い
く
た

め
、
商
業
活
動
を
行
う
事
業

者
や
団
体
へ
の
支
援
を
進
め

る
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
で
育
む
ミ
ニ

公
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
は
、
現
在
ま
ち
づ
く
り
サ

ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
と
、
実

施
場
所
や
時
期
、
方
法
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

計
画
実
現
の
た
め

団
体
な
ど
を
支
援

↖

渋川ネイブルスクエアにオープンした
まちなかセンター市場のにぎわい

３
／

26

２
／

15

１
／

19

１
／

13

【
平
成
21
年
】

12
／

18

12
／

14

12
／

１

11
／

20

11
／

11

10
／

28

10
／

11

９
／

26

第
７
回
ま
ち
づ
く
り
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト(

計
画
案
へ
の
意

見
募
集
）
※
２
／

６
ま
で

第
６
回
ま
ち
づ
く
り
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

第
４
回
策
定
委
員
会

ま
ち
な
か
ト
ラ
イ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト

第
５
回
ま
ち
づ
く
り
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

第
３
回
策
定
委
員
会

第
５
回
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議

第
４
回
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議

第
４
回
ま
ち
づ
く
り
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

第
２
回
策
定
委
員
会

　中心市街地のにぎわい創出を目
的に、渋川ネイブルスクエアで
「渋川まちなかイルミネーション」
を実施します。
　これは、冬の中心市街地を電飾
で飾り、多くの皆さんに足を運ん
でいただこうと、中心市街地まち
づくり市民サポーターが企画した
ものです。
　イルミネーションの開始日には、
ゴスペルコンサートなどの点灯式
を行います。
　また、このイベントに合わせて、
四ツ角周辺の商店でも電飾の飾り
付けを行うほか、駅前通りでも例
年どおり街路樹や商店でイルミネ
ーションを行い、一体的にまちな
かを盛り上げていきます。
　クリスマスムードあふれる中心
市街地に、ぜひ、お出掛けくださ
い。
◆実施期間　12月５日(土)～26
日(土)午後４時～12時
※５日(土)は、点灯式を行うため、
午後５時から。

〈点灯式イベント〉
◆とき　12月５日(土)午後４時～５
時
◆内容　▷ペットボトルを利用したろ
うそく飾りの点灯　▷けんちん汁とゴ
ーコン汁(ゴーヤとコンニャクを入れ
たけんちん汁)の販売　▷ゴスペルコ
ンサート(クリスマスソングなど)
◆問い合わせ先　商工振興課(☎㉒
2596)

きらめく光のイベント
12月５日に点灯式

渋川まちなかイルミネーション
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歳入総額　336億3,604万円 歳出総額　323億1,685万円

繰入金
13億3,983万円
(4.0％)

繰越金
6億8,671万円
(2.0％)

その他
自主財源

8億4,214万円
(2.5％) 

その他
依存財源

5億7,285万円
(1.7％) 

地方譲与税
5億8,728万円
(1.7％)

地方消費税
交付金

7億8,339万円
(2.3％)

県支出金
17億794万円
(5.1％)

市債
27億5,740万円
(8.2％)

国庫支出金
25億1,927万円
(7.5％)

地方交付税
77億6,477万円
(23.1%)

市税
121億5,957万円
(36.2％)

諸収入
19億1,489万円
(5.7％)

歳入
自主財源
169億

4,314万円
(50.4%)

依存財源
 166億
9,290万円
(49.6%)

土木費
38億3,075万円
(11.9%)

公債費
36億6,560万円
(11.3%)

衛生費
27億3,970万円
(8.5%)

農林
水産業費

17億4,702万円
(5.4%)

消防費
12億8,601万円
(4.0%)

商工費
10億6,817万円
(3.3%)

諸支出金
2,519万円(0.1%)

災害復旧費
904万円
(0.0%)

労働費
7,536万円
(0.2%)

議会費
２億8,168万円
(0.9%)

民生費
81億806万円
(25.1%)

総務費
51億6,895万円
(16.0%)

教育費
43億1,132万円
(13.3%)

歳出

■支出の性質別内訳
支　出　の　合　計 323億1,685万円 100.0%

支出することが決められている経費 144億341万円 44.5%
　 人件費(市職員の給与など) 64億7,055万円 20.0%

扶助費(市民への直接的な給付) 42億6,743万円 13.2%
公債費(借入金の償還費) 36億6,543万円 11.3%

支出するかどうか自ら決められる経費 129億1,674万円 40.0%
物件費(物品購入費、委託料など) 46億321万円 14.2%
補助費(福祉や団体活動などへの補助金) 39億7,790万円 12.3%
貸付金(民間などへの融資) ７億3,131万円 2.3%
その他(※) 36億432万円 11.2%

資産を形成する支出 49億9,670万円 15.5%
市民生活の基盤整備 49億9,670万円 15.5%

※その他は、維持補修費、災害復旧費、積立金、繰出金です。

平成20年度

市の決算状況報告

平
成
20
年
度
決
算
に
お
け
る
一
般
会
計
の
収
入
総
額
は
、３
３
６
億
３
、

６
０
４
万
円
で
、
前
年
度
決
算
額
と
比
べ
て
１
・
４
㌫
の
増
で
し
た
。

ま
た
、
支
出
総
額
は
、
３
２
３
億
１
、
６
８
５
万
円
で
、
前
年
度
比
２
・

６
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
項
目
別
で
は
、
収
入
で
は
繰
入
金
や
市
債

が
増
え
、
支
出
で
は
土
木
費
や
教
育
費
が
増
え
て
い
ま
す
。

園舎を新築した北橘幼稚園で園舎を新築した北橘幼稚園で
元気に遊ぶ園児たち元気に遊ぶ園児たち

一般会計
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項　　目 収　入 支　出

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

国 民 健 康 保 険
(事 業 勘 定)

91億5,922万円 91億3,302万円

国 民 健 康 保 険
(診療施設勘定)

１億3,376万円 １億3,326万円

老 人 保 健 ８億5,973万円 ８億5,973万円

後期高齢者医療 ７億6,518万円 ７億6,109万円

介 護 保 険 53億4,155万円 53億2,430万円

特 別 養 護
老人ホーム事業

3,343万円 3,343万円

農産物直売事業 7,561万円 7,561万円

伊 香 保 温 泉
観 光 施 設 事 業

9,191万円 9,191万円

小野上温泉事業 ６億1,290万円 ６億253万円

交 流 促 進
セ ン タ ー 事 業

２億2,273万円 ２億2,273万円

白 井 温 泉
こもちの湯事業

3,613万円 3,613万円

た ち ば な の 郷
城 山 事 業

１億131万円 １億131万円

下 水 道 事 業 18億8,518万円 18億7,409万円

農業集落排水事業 18億1,103万円 18億1,013万円

個別排水処理事業 2,732万円 2,732万円

簡 易 水 道 事 業 ２億2,061万円 ２億1,948万円

水 道
事業会計

収 益 的 収 支 15億6,541万円 16億7,702万円

資 本 的 収 支 3,922万円 ９億3,768万円

病 院
事業会計

収 益 的 収 支 13億5,977万円 15億7,290万円

資 本 的 収 支 4,040万円 6,041万円

※水道事業会計と病院事業会計で資本的収入額が資本的支出額に不
足する分は、当年度分損益勘定留保資金などで補いました。

項　　　目 平成19年度末 平成20年度末 増　　減

基　金 46億7,448万円 45億8,006万円 －9,442万円
財政調整
基 金 29億5,074万円 29億3,033万円 －2,041万円

減債基金 6,519万円 ０万円 －6,519万円
特定目的
基 金(※) 16億5,855万円 16億4,973万円 －882万円

市　債
（借入金）
残　高

一般会計・
特 別 会 計 533億9,917万円 534億4,967万円 5,050万円

水道事業
会 計 74億875万円 68億8,581万円 －５億2,294万円

病院事業
会 計 10億6,615万円 10億5,036万円 －1,579万円

※特定目的基金とは、福祉事業基金、国際交流基金など用途が特定
されている基金のことです。

●健全化判断比率

比率の名称
本 市 の
比　 率

早期健全化
基 準

財政再生
基 準

実質赤字比率 赤字なし 12.39% 20.0%

連結実質赤字比率 赤字なし 17.39% 40.0%

実質公債費比率 11.6% 25.0% 35.0%

将来負担比率 73.0% 350.0% －

●資金不足比率

比率の名称
本市の
比　 率

経営健全化基準

資金不足比率
（各公営企業会計）

不足なし 20.0%

※本市の比率のいずれかが基準以上にな
った場合、財政の立て直しに向けた計画
を作らなければなりません。

市のふところぐあい

特別会計・事業会計

基金および市債の状況

　市では、20年度の決算状況を
基に「健全化判断比率」と「資金
不足比率」を作成しました(下表
参照)。
　「健全化判断比率」の４つの指
標(実質赤字比率、連結実質赤字
比率、実質公債費比率、将来負担
比率)のうち、どれか一つでも早
期健全化基準や財政再生基準を超
えると、市の財政が危機の状況に
あることを示します。また、市の
公営企業会計では、「資金不足比率」
が経営健全化基準を超えないこと
が健全な財政状況にあることにな
ります。
　本市の状況は、いずれの比率も
基準値を下回っており、財政運営
が健全な状況であるという結果に
なりました。
　詳しくは、財政課財政グループ
(☎㉒2414)へ。

本市の財政は
健全化判断の基準内

財政状況の指標を公表
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スクエアに多目的交流建物を建設 小野上温泉まつりを開催 消防車の更新

特 別 会 計

企 業 会 計

区　　分 予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険(事業勘定) 93億3,239万円 30億3,486万円 39億5,184万円

国民健康保険(診療施設勘定) ３億9,400万円 3,217万円 7,168万円

老 人 保 健 1,095万円 219万円 24万円

後 期 高 齢 者 医 療 ８億3,533万円 ２億5,666万円 ２億6,352万円

介 護 保 険 55億9,974万円 21億1,942万円 23億8,666万円

特別養護老人ホーム事業 4,114万円 ０万円 2,668万円

農 作 物 直 売 事 業 4,151万円 2,626万円 1,552万円

伊香保温泉観光施設事業 １億2,760万円 4,019万円 3,946万円

小 野 上 温 泉 事 業 1,911万円 951万円 355万円

交流促進センター事業 ２億1,923万円 8,282万円 7,353万円

白井温泉こもちの湯事業 3,815万円 1,070万円 1,310万円

たちばなの郷城山事業 １億245万円 3,620万円 3,905万円

下 水 道 事 業 23億4,706万円 ２億4,879万円 ８億3,674万円

農 業 集 落 排 水 事 業 22億5,157万円 １億1,503万円 ７億4,751万円

個 別 排 水 処 理 事 業 3,262万円 150万円 435万円

簡 易 水 道 事 業 ２億7,659万円 4,634万円 6,791万円

※特別会計は、保険料や使用料などの収入によって運営する事業の会計。
一般会計とは区別して経理しています。

区　　　　分 予算額 収入または支出済額

水
道
事
業

収益的事業
収入 18億9,883万円 ７億7,429万円
支出 16億3,524万円 ４億3,566万円

資本的事業
収入 ２億2,007万円 3,165万円
支出 16億7,060万円 ５億788万円

病
院
事
業

収益的事業
収入 15億5,308万円 ７億3,126万円
支出 16億6,908万円 ６億3,915万円

資本的事業
収入 ９億5,248万円 2,170万円
支出 ９億5,248万円 8,983万円

※企業会計とは、市などが直接経営する企業の会計です。
※収益的事業＝企業の経営活動。
※資本的事業＝企業の将来の経営活動に備えて行う建設改良など。

　市の借金である市債の平
成21年９月30日現在残高は、
全会計を合わせて592億
8,485万円です。市民一人
当たり約69万円、１世帯当
たりでは約190万円の借金
があることになります。
　市債の借り入れによって
整備した道路や公共施設な
どは、世代を超えて使用さ
れていきます。そのため、
現在の負債を将来に返還し
ていくことは、世代間の負
担を公平にすることも意味
しています。

市の借金(市債)額は
592億8,485万円

会計区分 金　　額 20年度末との
比較

一 般 ・
特 別 会 計 515億2,103万円 －19億2,864万円

下水道の
整備 214億4,451万円 －４億7,157万円

道路・橋り
ょうの整備、
区画整理

86億6,080万円 －４億6,140万円

教育施設の
建設 28億9,777万円 －１億9,192万円

温泉・観光
施設の建設 16億618万円 －１億3,624万円

その他 169億1,177万円 －６億6,751万円

水道事業会計 67億2,290万円 －１億6,291万円

病院事業会計 10億4,092万円 －944万円

計 592億8,485万円 －21億99万円

市有財産の状況
(平成21年9月30日現在)

出資による権利
10億1,482万円

有価証券
１億1,309万円

債　　権
２億8,390万円

山　　林
918万9,860㎡

建　　物
36万2,207㎡

財政調整基金 35億3,229万円
減債基金 ０万円
その他の基金 33億6,417万円

土　　地
304万704㎡

消防自動車
39台

土木ローラー
２台

自　動　車
375台

絵画・彫刻など
138点

基  

金
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子育て支援センターを開設 ヒメギフチョウの保護活動を支援 渋川ネイブル 

４
月
〜
９
月
市
の
財
政
執
行
状
況

平成21
年　度 収入と支出の中間報告

市では、予算に対する収入と支出の状況を、
年２回に分けて皆さんに公表しています。
今回は、４月１日から９月30日までの財政
状況のあらましをお知らせします。

一般会計　総額予算　362億2,982万円

市民の皆さんに納めていただ
く固定資産税や市民税など
国税から市の財政状況に応じ
て交付されるお金
市の事業に国から交付される
お金
国や金融機関などから借り入
れるお金

利子や雑収入など

市の事業に県から交付される
お金
積み立てていた基金から繰り
入れるお金

地方譲与税など

市 税

地方交付税

国庫支出金

市 債

諸 収 入

県 支 出 金

繰 入 金

そ の 他

歳

入

(

収
入
率
42
・
１
㌫)

０% 50% 100%

子どもやお年寄り、体の不自
由な人などに使われるお金
市の全般的な事務に使われる
お金
区画整理事業、道路、公園整
備などに使われるお金
幼稚園、小・中学校、文化活
動などに使われるお金
借り入れたお金の返済に使わ
れるお金
健康を守るためやゴミの処理
などに使われるお金
農林水産業などの振興に使わ
れるお金
商工業の発展、観光振興など
に使われるお金

議会活動に使われるお金

消防費や労働費など

民 生 費

総 務 費

土 木 費

教 育 費

公 債 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

議 会 費

そ の 他

歳
　
出
　(

執
行
率
39
・
３
㌫)

０%50%100%

予算額
115億4,553万円

75億2,300万円

56億8,921万円

28億2,920万円

20億7,791万円

19億6,413万円

12億807万円

33億9,277万円

収入済額
59億7,625万円(収入率51.8%)

52億3,058万円(69.5%)

22億155万円(38.7%)

０万円(0.0%)

３億272万円(14.6%)

２億3,196万円(11.8%)

０万円(0.0%)

13億1,332万円(38.7%)

予算額
89億8,108万円

62億8,903万円

54億6,576万円

41億5,679万円

34億6,122万円

28億7,695万円

19億5,504万円

12億978万円

２億8,602万円

15億4,815万円

収入済額
34億5,298万円(38.4%)

37億3,660万円(59.4%)

８億7,516万円(16.0%)

14億5,237万円(34.9%)

16億1,545万円(46.7%)

12億2,830万円(42.7%)

３億3,396万円(17.1%)

７億1,302万円(58.9%)

１億3,608万円(47.6%)

６億8,462万円(44.2%)

市民一人当たりに使われるお金と負担額
(９月30日現在　人口85,619人／世帯数31,207世帯)

21年度予算

■市税の負担＝13万4,848円
１世帯当たり36万9,966円
市税予算総額115億4,553万円

■使われるお金＝42万3,152円
１世帯当たり116万952円
予算の総額362億2,982万円
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子
持
小
川
原
中
継
局
を
開
局

上
白
井
・
津
久
田
地
区
の
一
部
で
12
月
25
日
か
ら
地
デ
ジ
開
始

　

テ
レ
ビ
放
送
は
、
平
成
23
年
７
月

24
日
ま
で
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

(
地
デ
ジ)

に
な
り
、
今
ま
で
の
ア

ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了
し
ま
す
。

　

現
在
、市
内
の
多
く
の
地
域
で
は
、

前
橋
中
継
局(
榛
名
山
二
ツ
岳)

か

ら
地
デ
ジ
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
こ
か
ら
受
信
で
き
な
い
地

域
に
お
い
て
も
、
今
後
、
別
表
の
と

お
り
中
継
局
が
設
置
さ
れ
、
市
内
の

地
デ
ジ
が
受
信
で
き
る
範
囲
が
さ
ら

に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

■
子
持
小
川
原
中
継
局
で
地
デ
ジ
開

局

　

12
月
25
日
㈮
か
ら
子
持
小
川
原
中

継
局
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
子
持
小
川
原
中
継
局
か

ら
受
信
で
き
る
予
想
範
囲
は
、
別
図

の
と
お
り
で
す
。

■
地
デ
ジ
放
送
を
視
聴
す
る
に
は
？

　

地
デ
ジ
放
送
を
視
聴
す
る
た
め
に

は
、次
の
２
つ
の
確
認
が
必
要
で
す
。

①
Ｕユ

ー
エ
イ
チ
エ
フ

Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
か
？ 

　

地
デ
ジ
を
受
信
す
る
た
め
に
は
、

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
必
要
で
す
。

Ｖブ
イ
エ
イ
チ
エ
フ

Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
で
は
、
地
デ
ジ
を

受
信
で
き
ま
せ
ん
。 

②
地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
が
あ
り
ま
す

か
？ 

　

地
デ
ジ
放
送
を
視
聴
す
る
た
め
に

は
、
地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
か
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
今
使
っ
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
で
も
、
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

を
接
続
す
れ
ば
視
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

詳
し
い
受
信
方
法
や
機
器
の
こ
と

は
、
ま
ず
は
、
電
器
店
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
集
合
住
宅
や
共
同
受
信
施

設
で
テ
レ
ビ
を
視
聴
し
て
い
る
場
合

は
、
施
設
の
改
修
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。管
理
者
に
相
談
し
、

早
め
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

■
悪
質
商
法
、
詐
欺
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
！

　

地
デ
ジ
に
関
す
る
詐
欺
な
ど
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
疑
わ
し
い
機
器
の

購
入
や
工
事
の
勧
誘
を
受
け
た
り
、

身
に
覚
え
の
な
い
工
事
代
金
の
請
求

を
受
け
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
は
支

払
わ
ず
、
た
だ
ち
に
渋
川
警
察
署

(

☎
㉓
０
１
１
０)

ま
た
は
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー(
☎
㉒
２
３
２
５)

に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

地デジ放送の難視聴地区の改善を図っています地デジ放送の難視聴地区の改善を図っています

卍

卍

津
久
田
駅

利
根
川

養神館養神館

ひするま
キャンプ場

関
越
自
動
車
道

津
久
田

養神館神館養神養神養養神養神養神養神養養神館神館神神館神館神神神神神館館館館神館

ひするま
キャン

津
久
田

ま
ン

受信エリア

子持小川原
中継局

17

別図 子持小川原中継局の受信エリア

※エリア内であっても地形などにより受信
できない場合があります。

　総務省では、地デジに関するさまざまな問
い合わせに電話で対応する窓口を設置してい
ます。気軽に相談してください。
■総務省地デジコールセンター　(☎0570
－07－0101・午前９時～午後９時、土・日
曜日、祝日、12月29日(火)～31日(木)は
午後６時まで)
※１月１日(祝)～３日(日)を除く。

地デジ受信の電話相談窓口地デジ放送の開始予定

中継局名 地デジ放送
開始時期 主な放送エリア

子持小川原
(赤城町津久田） 12月25日(金) 上白井の一部、津久

田の一部
子持伊熊

(赤城町津久田） 平成22年 上白井の一部、津久
田の一部

渋川金井
(金井) 平成22年 金井の一部

行幸田
(北橘町真壁) 平成22年 有馬の一部、行幸田

の一部、石原の一部

※放送開始時期は、都合により変更される場合があります。

別表

従来の
テレビ

地デジチューナー
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平
成
元
年
４
月
２
日
〜
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

テ
ー
マ
は
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
☆
平
成
の
力
」

　

平
成
22
年
市
成
人
式
を
１
月
10
日

㈰
に
市
民
会
館
で
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
該
当
者
は
、
平
成
元
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
の

間
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

　

市
内
全
域
の
新
成
人
が
一
堂
に
会

し
て
実
施
し
ま
す
。
市
民
会
館
大
ホ

ー
ル
で
式
典
を
行
い
、
そ
の
後
小
ホ

ー
ル
で
中
学
校
区
ご
と
に
記
念
写
真

の
撮
影
を
行
い
ま
す
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
20
歳
と
い
う

節
目
の
成
人
式
に
参
加
し
、
心
に
残

る
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
り
ま
せ
ん

か
。

と
き　

１
月
10
日
㈰
午
後
１
時(

午

後
０
時
30
分
受
付
開
始)

※
開
催
日
時
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

市
民
会
館

内
容　

式
典
、
記
念
写
真
撮
影

駐
車
場　

市
民
会
館
、
市
役
所
本
庁

舎
・
第
二
庁
舎

そ
の
他　

車
で
来
場
す
る
人
は
、
で

き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
で
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
市
役
所
本
庁
舎
・
第

二
庁
舎
駐
車
場
か
ら
、
会
場
へ
の
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
利

用
し
て
く
だ
さ
い

※
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
当
日
案
内

状
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

案
内
状(

は
が
き)

が
12
月
７
日
㈪

ま
で
に
届
か
な
い
人
は
、
生
涯
学
習

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課(

☎
㉒

２
５
０
０)
へ
。

運
営
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

今
年
も
「
広
報
し
ぶ
か
わ
」
や
仲

間
同
士
の
呼
び
か
け
で
集
ま
っ
て
く

れ
た
運
営
委
員
が
成
人
式
開
催
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

(

敬
称
略
・
順
不
同)

▽
委
員
長
＝
小
野
塚
大だ

い

樹き(

石
原)

▽
副
委
員
長
＝
佐
藤
瞳(

中
郷)　

▽
運
営
委
員
＝
松
井
智
美(

行
幸
田)

、

寺
嶋
貴
彦(

明
保
野)

、
青
山
玲(

渋
川

／

御
蔭)

、
中
野
剛つ

よ

志し(

金
井)

、
飯

塚
梓(

金
井)

、
新
保
雅
史(

有
馬)

、 

石い
し

渡わ
た

祐ゆ

希き(

八
木
原)

、山
口
正
人(

伊

香
保
町
水
沢)

、
樋
口
千ち

尋ひ
ろ(

伊
香
保

町
湯
中
子)

、
藤
井
拓
己(

中
郷)

、

今
井
健
人(

赤
城
町
北
上
野)

、
齊
藤

遼(

赤
城
町
北
上
野)

、
狩
野
真
希

(

赤
城
町
敷
島)

、
石
田
拓
也(

北
橘

町
上
箱
田)

、
千ち

田だ

ゆ
か
り(

北
橘
町

真
壁)

渋川市成人式／１月10日に開催します渋川市成人式／１月10日に開催します

お済みですか？特定疾患等見舞金現況届
　市内に住む特定疾患医療受給者証や小児慢性
特定疾患医療受給者証をもつ人に見舞金を支給
します。前年度見舞金を受給し、引き続き見舞
金の受給資格を有している人は、現況届を提出
してください。
提出方法　印鑑、特定疾患医療受給者証の写し
または小児慢性特定疾患医療受給者証の写しを
持参して、社会福祉課障害福祉グループまたは

各総合支所市民福祉課へ
提出期限　12月28日(月)
※現況届を提出しないと、受給資格を喪失し、
見舞金が受けられなくなります。
■新たに申請をする人
　提出期限以降、新たに受給者証の交付を受け
た人や、該当する人でまだ申請していない人は、
随時に新規申請を受け付けます。
　詳しくは、社会福祉課障害福祉グループ(☎
㉒2359)または各総合支所市民福祉課へ。

成人式運営委員の皆さん

今年１月に行われた成人式会場の様子今年１月に行われた成人式会場の様子

成人する仲間たちとの
最高の思い出づくりを
委員長　小野塚大樹さん
　成人式は、自ら社会
人への第一歩を踏み出
す決意をするための大
切な行事です。この行
事が成人する仲間たちの最高の思い出
の一つとなるように、私たち運営委員
は一生懸命に務めております。周りの
人たちへの感謝の気持ち、また自分の
決意を胸に抱きながら、成人式に臨ん
でいただけたら嬉しいです。ご協力よ
ろしくお願いします。
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住宅建設等資金の利子補給住宅建設等資金の利子補給 緊急雇用調整補助金

　市では、景気
の変動などによ
り、事業の縮小
を余儀なくされ
た事業主に、補
助金を交付しま
す。
対象者　市内に
事業所があり、
国の雇用調整助
成金または中小
企業緊急雇用安
定助成金の支給を受けている事業主
対象経費　休業および出向期間におけ
る手当に要する費用
対象期間　平成21年４月分～22年３
月分(上限３カ月間)
補助額　対象経費に次の率を乗じて得
た額　▷大企業＝8.3％　▷中小企業
者＝10％　
限度額　▷大企業＝20万円　▷中小
企業者＝25万円
申請回数　１事業所当たり１回
申請期限　３月31日(水)
　詳しくは、商工振興課(☎㉒2596)へ。

休業や出向期間の
手当に要する費用
を補助します
■ 申請期限は３月31日 ■

申
請
期
限
は
12
月
18
日
で
す

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は
早
め
の
手
続
き
を

　

市
で
は
、
勤
労
者
が
住
宅
建
設
な

ど
に
か
か
る
資
金
を
金
融
機
関
な
ど

か
ら
借
り
た
場
合
、
そ
の
借
入
金
に

か
か
る
利
子
の
一
部
を
一
定
期
間

(

５
年
以
内)
補
助
し
ま
す
。

　

ま
だ
、
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、

12
月
18
日
㈮
ま
で
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者　

次
の
①
〜
⑥
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
人　

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
事
業
主
な

ど
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
勤
労
者　

②
生
活
の
本
拠
と
し
て
、
市
内
に
専

用
住
宅
を
新
築
、
増
築
、
改
築
ま
た

は
購
入
し
た
人(

増
築
、
改
築
は
10

平
方
㍍
を
超
え
る
も
の)　

③
借
入
先
が
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
、

銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
農

業
協
同
組
合
、
労
働
金
庫
な
ど
の
法

律
に
基
づ
く
金
融
機
関
、
共
済
組
合

で
あ
る
こ
と　

④
融
資
を
受
け
た
年
か
ら
５
年
以
内

で
あ
る
こ
と　

⑤
資
金
の
当
初
借
入
利
率
が
年
利
２

㌫
を
超
え
て
い
る
こ
と　

⑥
以
前
に
、
同
じ
建
物
・
融
資
に
対

し
、
同
様
の
制
度
を
受
け
て
い
な
い

こ
と

補
給
金
の
算
定　

借
入
金
の
残
額
と

借
り
入
れ
利
率
に
よ
っ
て
算
定
し
ま

す申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

商
工
振
興

課(
☎
㉒
２
５
９
６)

申
込
期
限　

12
月
18
日
㈮(

土
・
日

曜
日
を
除
く
）

工業統計調査にご協力ください　広報情報課(☎㉒2320)
　12月31日を基準日として「平成21年
工業統計調査」が全国一斉に行われます。
この調査は、製造業を営む事業所を対
象に、製造出荷額や原材料使用額など
を調査し、製造業の実態を明らかにす
ることを目的として実施されます。調
査結果は、行政施策の重要な基礎資料
などとして広く利用されています。

　調査をお願いする事業所には、調査
員が訪問しますので、協力してくださ
い。「統計法」により調査内容の秘密
は厳守され、調査員がほかに漏らした
り統計の目的以外に使用することは一
切ありません。正確な記入をお願いし
ます。
　詳しくは、広報情報課へ。
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市
長
へ
の
投
書
「
ぱ
ら
ぼ
ら
」

市民市市民民民ののの声声声声
Voice

　本市では、臨時職員
取扱規程により臨時職
員を広く募集し、採用
しています。採用に当
たっては、登録制をと
っていることから、ま
ず登録をしていただき
ます。登録については、
毎年、「広報しぶかわ」
１月１日号で、登録の
案内をしています。登
録に当たっての年齢要
件はありません。採用
は、登録されている人
の中から面接などを行
って決定されます。職
種については、一般事
務補助を含めて10種
類ほどあります。雇用
期間については、広く
皆さんに就労の場を提
供する主旨から１年単
位としています。

　

車
で
市
内
を
移
動
中
、
定
年
を
過
ぎ
た
年
配
の
市
臨
時
職
員
と
思
わ

れ
る
方
々
を
見
か
け
ま
す
。
65
歳
を
超
え
た
方
は
、
年
金
受
給
者
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
も
っ
と
若
年
層
に
門
戸
を
開
い
て
ほ
し
い
で
す
。

市
臨
時
職
員
の
雇
用
、
若
年
層
に
も
門
戸
を
開
い
て

融
資
取
扱
期
限
は
３
月
31
日
ま
で

年
末
の
資
金
需
要
期
の
運
転
資
金
に
利
用
し
経
営
の
安
定
を

　

市
で
は
、
市
内
中
小
企
業
者
を
対

象
に
、
年
末
の
資
金
需
要
期
の
運
転

資
金
と
し
て
「
中
小
企
業
季
節
資
金

融
資
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年

に
続
き
取
扱
期
間
を
延
長
し
ま
し
た
。

　

経
営
安
定
の
た
め
に
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

内
容　

別
表
の
と

お
り

取
扱
金
融
機
関　

市
内
の
銀
行
、
信

用
金
庫
、
信
用
組

合融
資
取
扱
期
限　

３
月
31
日
㈬(

金

融
機
関
の
休
業
日

を
除
く)

　

ま
た
、
そ
の
他

の
市
融
資
制
度

(

別
表
参
照)

に

つ
い
て
も
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
商

工
振
興
課(
☎
㉒

２
５
９
６)

へ
。

ご利用ください「季節資金」ご利用ください「季節資金」

本市融資制度一覧
制度名 融資限度額 融資利率 融資期間 融資対象者 

小口資金 1,250万円
以内

2.2％以内

運転６年以内
設備８年以内
(据置６カ月
以内)

市内に店舗、工場、
事業所があり、
１年以上継続し
て同一事業を営
んでいて、市税
を滞納していな
い個人・法人

借換制度
既往債務
残高の範
囲内

６年以内
(据置６カ月
以内)

小口融資を受け
ていて、売上高
などが減少して
いる個人・法人

季節資金 1,000万円
以内

1.8％以内
（信用保証付
1.6％以内）

６カ月以内

市内に店舗、工場、
事業所があり、
１年以上継続し
て同一事業を営
んでいて、市税
を滞納していな
い個人・法人

(別表)

統計調査協力員を随時募集しています

　統計は「揺れる社会の揺るがぬ指
標」とよばれ、世の中の姿を正確に
表し、私たちの暮らしをよくするた
めの方向性を見極める基礎として広
く利用されています。
　本市では、統計調査の担い手であ
る統計調査協力員を募集しています。
応募方法　市統計調査協力員申込書

(広報情報課および各総合支所総務課
にあります)に記入のうえ広報情報課
または各総合支所総務課へ
※申込書は、市ホームページ(http://
www.city.shibukawa.gunma.jp/)         
から印刷できます。
　詳しくは、広報情報課（☎㉒
2320）へ。
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守り育て未来につなぐ守り育て未来につなぐ
　　　　私たちの環境　　　　私たちの環境 9

平
成
19
年
度
環
境
調
査
結
果
か
ら
③ 事

業
場
な
ど
に
お
け
る

排
水
の
状
況

　

市
で
は
、
特
定
施
設
を
設
置
し

て
い
る
工
場
な
ど
の
排
水
に
よ
る

公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止

す
る
た
め
、
立
ち
入
り
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
水
質
汚
濁
防
止

法
お
よ
び
県
の
生
活
環
境
を
保
護

す
る
条
例
な
ど
に
定
め
ら
れ
た
排

水
基
準
に
対
す
る
遵
守
状
況
な
ど

に
つ
い
て
監
視
と
指
導
を
行
う
も

の
で
す
。

　

平
成
19
年
度
に
市
内
58
の
事
業

場
を
対
象
に
実
施
し
た
こ
の
調
査

で
は
、
下
表
の
と
お
り
延
べ
１
１

４
回
の
調
査
を
行
い
11
事
業
場
で

６
項
目
が
排
水
基
準
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
事
業
場
へ
通
知
す
る
と
と

も
に
改
善
指
導
を
行
い
基
準
に
適

合
す
る
よ
う
継
続
し
た
監
視
の
な

か
で
調
査
と
指
導
を
続
け
て
い
ま

す
。

　国や県では、公共用水
域および地下水の水質汚
濁を防止し、人の健康を
保護するため、特定施設
を設置する工場や事業場
に対し、排水濃度の基準
を設けて排水を規制して
います。市では、その基準
に基づき立ち入り調査を
行い、排水基準に対する
遵守状況を監視していま
す。今回は、市が平成19年
度に市内58の事業場で
実施した立ち入り調査の
結果をお知らせします。

工場などから流れ出る
排 水 の 汚 れ 具 合

業
種
等

調
査
実

施
事
業

場
数　

延
べ
調

査
実
施

回
数　

排
水
基
準
不
適
合

不
適
合
項
目
内
訳

事
業

場
数

率

(

％)

ｐピ
ー
エ
イ
チ
Ｈ
Ｂビ

ー
オ
ー
デ
ィ
ー

Ｏ
Ｄ

Ｓエ
ス
エ
スＳ
大
腸
菌

群
数　

窒　

素

含
有
量
り　

ん

含
有
量

化
学
工
業

3

6

鉄

鋼

業

1

4

試
験
研
究
機
関

3

5

1

20.0

1

病

院

等

6

11

1

9.1

1

小

売

業

2

4

飲

食

店

1

2

1

50.0

1

と

畜

業

1

2

1

50.0

1

1

1

1

1

食
品
製
造

5

9

畜

産

10

19

9

47.4

1

6

5

特
殊
浴
場
業

1

2

し
尿
処
理
施
設
等

24

48

1

2.1

1

遊

園

地

1

2

1

50.0

1

合

計

58

114

15

13.2

3

1

2

3

7

6

12月は
「地球温暖化防止月間」
　平成９年12月に京都で開催さ
れた第３回気候変動枠組条約締約
国会議(Ｃ

コ ツ プ ス リ ー

ＯＰ３)を契機に国で
は、12月を「地球温暖化防止月間」
と定めました。
【私たちが身近にできること】
①暖房の設定温度を１度下げる
②使っていない電気製品は主電源
を切り、プラグをコンセントから
抜く(待機電力は、家庭での電力
消費の１割近くを占めています)
③車の運転は、急発進、急加速を
せずエコドライブを心掛ける
　効果が小さいと感じることで
も、「自分だけがやっても」とあき
らめず、一人ひとりが二酸化炭素
を削減するためにできることを実
践すれば、地球温暖化の防止にな
ります。

平成19年度業種別排水基準不適合状況

市環境衛生化学分析室での水質検査の様子市環境衛生化学分析室での水質検査の様子



ご
存
じ
で
す
か
？「
住
所
変
更
の
手
続
き
」

ご
存
じ
で
す
か
？「
住
所
変
更
の
手
続
き
」

隔月連載

隔月連載
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住所を変更するときは届け出が必要です

　前回(「広報しぶかわ」10月1日号に掲載)は、

住民基本台帳カード(住基カード)について説

明しました。今回は、住所変更の手続きの種

類と、それぞれの方法について説明します。

〈市内での住所変更＝「転居届」〉

　住民登録をしている市区町村内で行う住所

の変更を「転居」といいます。転居の手続き

を行うためには、住民登録の窓口で「転居届」

での住所地を出る手続きが必要です。これを

「転出」といいます。転出の手続きを行うた

めには、住民登録の窓口で「転出届」を提出

する必要があります。転出届を提出すると

「転出証明書」が発行されます。

　次に、新しい住所地に入る手続きが必要で

す。これを「転入」といいます。転入の手続

きを行うためには「転出証明書」と「転入届」

を併せて新しい住所地の住民登録の窓口に提

出する必要があります。また、転出届は引っ

越しをする前にあらかじめ提出できますが、

転入届は転居届と同様に新しい住所に住み始

めてから14日以内と届出期間が定められて

います。

　詳しくは、市民課または各総合支所市民福

祉課へ問い合わせてください。 (市民課)

を提出する必要があります。また、転居の届出

期間は、新しい住所に住み始めた日から14日

以内と住民基本台帳法で定められています。

なお、住み始める前に転居届を提出すること

はできません。手続きの際は注意してください。

〈市外への住所変更＝「転出届」、「転入届」〉

　住民登録をしている市区町村から、ほかの

市区町村へ住所を変更する場合、始めに今ま

まま ちち づづ くく りり かか わわ らら 版版
中 心 市 街地

　「このイベントを何で知りましたか」の問
いでは、広報紙が35％と１番で、次いでチ
ラシ、あじさいパレットの順となっています。
　イベントを100点満点の点数で評価した結
果では、100点が25％、90点以上が20％、
80点以上が35％と、80点以上が80％を超
え、おおむね満足いただけた結果が伺えます。
　10月14日にはサポーターの皆さんがアン

　10月４日、中心市街地まちづくり市民サ
ポーターが「まちなか交流広場の竣工記念イ
ベント」を行いました。その際、来場者にア
ンケートをお願いし、358人から回答をいた
だきましたので、その結果を紹介します。
　来場者の住所は、83％が渋川地区で年齢
は60歳代、70歳代の人が約50％、次いで
30歳代、50歳代となっています。

ケートの結果をもとに反省会を行い、さまざ
まな意見が出されました。このアンケート結
果で来場者が満足してくれたことがわかり、
安どするとともに、今後も喜んでもらえるイ
ベントを継続して実施しようと団結を深めま
した。12月５日からは、初の試みで「まち
なかイルミネーション」を実施します。皆さ
ん、ぜひ、一度足を運んでみてください。

来場者の８割が満足まちなか交流広場竣工記念
イベントの来場者アンケート結果

第10回

シリーズシリーズ
第５話第５話
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市民会館で「市すくすく保育展チャイルドゆめフェスティバル」
パネル展示やぬいぐるみ人形劇などで親子が楽しいひととき

　11月14日に市民会館で開催さ

れた「第４回市すくすく保育展チ

ャイルドゆめフェスティバル」。

保育展では、各園ごとに作成され

た力作ぞろいのパネル展示で、市

内の保育所(園)や幼稚園などを

紹介。また、「劇団こぐま座」によ

る「ヘンゼルとグレーテル」などが

上演され、親子で笑顔のあふれる

楽しいひとときを過ごしました。

力作のパネル展示をじっくりと見ます

「やすらぎとふれあいに満ちた“ほっと”なまちフェスティバル」
消費者と生産者がイベントを通じて地場産の良さを知る

米の計量に挑戦(左)　
いやしの足湯でリラッ
クス(右上)　将来の夢
は白バイ隊員？(右下)

　11月7日に市民会館で開催された「やすらぎとふれあいに満ちた
“ほっと”なまちフェスティバル」。会場では、市くらしの会による
リフォーム作品の展示や販売、市内企業の製品や加工品を紹介。そ
のほか、地場産農産物の直売と試食が行われたほか、足湯や体験コ
ーナーなど盛りだくさんの催しに、多くの来場者でにぎわいました。



Photo Topics
Photo Topics
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市の施設や市の魅力を探しに「秋の施設めぐり」
市民25人が紅葉に映える伊香保温泉街など散策

　市の新たな魅力を発見してもら

う「秋の施設めぐり」が、11月13日

に開催されました。参加者は、市

内で展示されている彫刻作品やガ

ラス工芸作品などを見学し、その

巧みな造形美に魅了された様子。

途中、伊香保温泉観光ガイドの会

による楽しい説明を聞きながら、

石段街から紅葉に映える河
か

鹿
じか

橋周

辺までの散策を楽しみました。

伊香保温泉観光ガイドの会による案内で石段街を散策する参加者

「小野上地区文化フェスティバル」で作品展や芸能発表会
合唱や踊りなど活動の成果をステージで164人が発表

元気に合唱する小学生
(左)　歌声も披露した
講師の原田さん(右上)
かわいらしい幼稚園児
の展示作品(右下)

　小野上小学校の体育館で、11月７日と８日に開催された「小野上
地区文化フェスティバル」。各種文化団体などの作品展示のほか、芸
能発表会では、伝統芸能や踊り、小・中学生の合唱などが披露され
ました。その後の文化講演会では、講師を務めた民謡歌手の原田直
之さんが「郷土の民謡を１曲は覚えて欲しい」と語りかけていました。
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交通安全運動交通安全運動

実

施

期

間

は

12

月

１

日

㈫

〜

10

日

㈭

サ
ブ

ス
ロ
ー
ガ
ン

安
全
は　

心
の
ゆ
と
り
と　

思
い
や
り

ス
ロ
ー
ガ
ン

無
く
す
事
故　

群
馬
の
道
か
ら　

わ
が
身
か
ら

４
つ
の
重
点
実
施
項
目

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
高
齢
者
の
行
動
特
性
を
理
解
し
た

「
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
」
の
励
行

○
参
加
・
体
験
・
実
践
型
の
交
通
安

全
教
育
に
よ
る
運
転
中
や
歩
行
中
、

自
転
車
乗
用
中
の
高
齢
者
の
交
通
安

全
意
識
の
高
揚

○
地
域
や
職
場
で
の
高
齢
者
に
対
す

る
保
護
意
識
の
浸
透

○
75
歳
以
上
の
運
転
者
が
免
許
証
更

新
時
に
行
う
講
習
予
備
検
査
導
入
の

周
知

②
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
の
推
進

○
職
場
、
地
域
で
の
飲
酒
運
転
を
許

さ
な
い
環
境
づ
く
り
の
推
進

○
飲
食
店
な
ど
に
お
け
る
運
転
者
へ

の
酒
類
提
供
禁
止
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
悪
質
性
や
危
険
性
の

理
解
や
飲
酒
運
転
行
為
を
是
正
さ
せ

る
た
め
の
運
転
者
教
育
の
推
進

③
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

○
歩
行
者
、
自
転
車
乗
用
者
の
明
る

い
色
の
衣
服
着
用
と
反
射
材
用
品
な

ど
の
活
用
の
推
進

○
街
頭
で
の
歩
行
者
に
対
す
る
安
全

指
導
、
保
護
・
誘
導
活
動
の
促
進

○
「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」
の
周

知
と
、
早
め
の
自
動
車
前
照
灯
の
点

灯○
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

と
夜
間
に
お
け
る
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
こ

ま
め
な
切
替

④
全
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
義

務
化
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
使
用
法
の
徹
底

○
全
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
義

務
化
の
周
知
と
着
用
の
徹
底

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
必
要
性
と

効
果
の
周
知

○
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使

用
法
の
徹
底

「
か
も
し
れ
な
い
」運
動
の
推
進

○
交
差
点
で
の
予
測

出
て
く
る
？
か
も
し
れ
な
い

○
死
角
な
ど
の
予
測

見
え
て
い
な
い
？
か
も
し
れ
な
い

○
夜
間
の
予
測

暗
い
か
ら
見
え
な
い
？
か
も
し
れ
な
い

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道

は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
徐
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
よ

り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

○
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の

禁
止

○
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

○
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停

止
・
安
全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

刀川小学校で行われた交通安全教室刀川小学校で行われた交通安全教室



利用案内
◆開館時間　午前10時～午後６時(入館は午後５時30分まで)　◆休館日　火曜日(祝日の場合は翌
日)、年末年始　◆観覧料　▷常設展示＝200円　▷企画展示＝別途定めます　※中学生以下、65歳
以上および身体障害者手帳を持っている人は無料。
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平
成
22
年
度
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
利
用
受
付
の
開
始

第
８
回
市
民
美
術
展
作
品
を
募
集

市美術館からのお知らせ市美術館からのお知らせ 市美術館・桑原巨守
彫刻美術館☎㉕3215

　芸術活動の成果を発表する場として、市民
を始め多くの人に利用していただいている市
美術館の市民ギャラリーでは、来年度の利用
募集を開始します。
●利用期間　別表のとおり(水曜日から翌週月
曜日を１週間として最長２週間)　●間取り　
別図のとおり(展示パネル1.8ｍ幅と0.9ｍ幅、
天井高2.95m)　●利用料金　▷全室(232㎡)
＝５万4,000円　▷Ａ

エ ー

室(142㎡)＝３万6,000
円　▷Ｂ

ビ ー

室(90㎡)＝２万4,000円　●申込方
法　電話または直接市美術館・桑原巨守彫刻
美術館へ　●申込期間　１月20日(水)～利用
期間の１カ月前まで(先着順)　※１月20日
(水)は、窓口でのみ受け付けます。

(別表)　平成22年度市民ギャラリー利用期間
前　　　期

５月26日㈬
　～31日㈪

６月２日㈬
　～７日㈪

６月９日㈬
　～14日㈪

６月16日㈬
　～21日㈪

６月23日㈬
　～28日㈪

６月30日㈬
～７日５日㈪

７月７日㈬
　～12日㈪

７月14日㈬
　～19日㈷

後　　　期

９月15日㈬
　～20日㈷

９月22日㈬
　～27日㈪

11月23日㈷
　～29日㈪

12月１日㈬
　～６日㈪

平成23年
２月16日㈬
　～21日㈪

平成23年
２月23日㈬
　～28日㈪

平成23年
３月２日㈬
　～７日㈪

(別図) 市民ギャラリー兼企画展示室見取り図

約20ｍ

約7.5ｍ

約6.5ｍ

出入口

出入口

展示パネル設置可能ライン

約11ｍ
約9ｍ

Ｂ室 Ａ室
約12.5ｍ

約10.5ｍ

　渋川美術協会では、第８回市民美術展
を開催します。皆さんの応募をお待ちし
ています。
〈市民美術展〉
●とき　２月５日(金)～２月14日(日)午
前10時～午後６時(最終日は午後４時ま
で)　●ところ　市美術館・桑原巨守彫刻
美術館３階市民ギャラリー
〈作品募集〉
●募集作品　日本画(水墨画を含む)、洋画、
水彩画、版画、彫刻　●規格　▷日本画、
洋画、水彩画＝10号以上20号以内・額装
はガラス使用不可、５㎝以内の細縁、日
本画または水彩画でマット使用の場合の
額縁はマットを含めて５㎝以内　▷版画
＝額装が10号以上20号以内であれば作品
は10号以下でも可　▷彫刻＝80㎝×80
㎝×200㎝の直方体内に収まるもの　
※詳しくは、出品要項を確認してください。
●出品要項配布場所　市美術館、生涯学
習課(第二庁舎)、各総合支所・各公民館
など　●対象者　市内在住・在勤・在学
の人または本市出身で、16歳(高校生)以
上の人　●作品展示　無審査で全作品展
示　●賞　優秀作品には賞を授与　●出
品手数料　1,000円　●搬入日　１月31
日(日)午前10時～午後４時　●搬入場所
市美術館３階資料室　●問い合わせ先　
渋川美術協会石野泰之さん宅(☎㉔5133)



市民
特別 無料招待券を配布
観光課　　　☎㉒2873

【有効期限　2月28日(日)】
　市では、皆さんの健康増
進のため、市内日帰り温泉
の市民特別無料招待券を進
呈します。
　今回は、無料招待券を印
刷したチラシを本広報しぶ
かわに差し込んでお届けし
ます。配布方法が今までと

異なりますので、注意して
ください。
※利用できる施設は、チラ
シに掲載されています。▲チラシのこの部分が招待券です

「市内日帰り温泉」「市内日帰り温泉」
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募　

集

募　

集

農
畜
産
物
加
工
体
験

赤
城
総
合
支
所
経
済
建
設
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
56
９
２
５
０

内
容
・
と
き　

▽
り
ん
ご
ジ
ュ
ー

ス
＝
12
月
15
日
㈫
午
前
９
時
〜
午

後
１
時　

▽
豆
腐
＝
12
月
16
日
㈬

午
前
９
時
〜
午
後
１
時　

▽
そ
ば

打
ち
＝
12
月
17
日
㈭
午
前
９
時
〜

午
後
１
時　

▽
ウ
イ
ン
ナ
ソ
ー
セ

ー
ジ
＝
12
月
18
日
㈮
午
前
９
時
〜

午
後
１
時　

▽
み
そ(
出
来
上
が

り
は
３
日
後)

＝
12
月
24
日
㈭
〜
26

日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後
１
時(
25

日
㈮
は
午
後
４
時
ま
で)　

▽
お

な
め(

な
め
み
そ
・
出
来
上
が
り
は

３
日
後)

＝
12
月
25
日
㈮
〜
27
日

㈰
午
前
９
時
〜
午
後
４
時(

27
日

㈰
は
午
後
１
時
ま
で)

と
こ
ろ　

赤
城
農
畜
産
物
加
工
研

修
所(

赤
城
町
北
上
野)

定
員　

各
日
程
と
も
10
人

参
加
料　

無
料(

た
だ
し
材
料
費

５
０
０
円
〜
３
、
０
０
０
円
を
当

日
集
め
ま
す)

持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
・
三

角
き
ん
・
ゴ
ム
手
袋

申
込
方
法　

電
話
で
赤
城
総
合
支

所
経
済
建
設
課
へ

申
込
期
限　

12
月
14
日
㈪
午
後
５

時

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
へ
の
税
の
申
告
・
申
請
・

届
出
が
便
利
に

税
務
課 

☎
㉒
２
１
１
３

　

12
月
14
日
㈪
か
ら
個
人
住
民
税

(
給
与
支
払
報
告
書
お
よ
び
特
別

徴
収
関
連
手
続
き)

、
法
人
市
民

税(
申
告
・
異
動
届)

、
固
定
資
産

税(

償
却
資
産)

の
電
子
申
告
・
申

請
・
届
出
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
、

簡
単
で
便
利
な
電
子
申
告
シ
ス
テ

ム(

ｅエ

ル

タ

ツ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ)

を
、
ぜ
ひ
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
地
方
税
電
子

化
協
議
会(

☎
０
５
７
０
―
０
８

１
４
５
９)

※
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
８
時(

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く)

で
す
。

多
重
債
務
解
決
の
た
め
の

法
律
相
談
会　
　
　
　
　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

☎
㉒
２
３
２
５

　

市
と
県
で
は
、
多
重
債
務
の
無

料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
債
務
整

理
相
談
を
面
接
に
よ
り
行
い
ま
す
。

個
人
の
情
報
を
外
に
漏
ら
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

12
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
３
階
大

会
議
室

定
員　

25
人(

先
着
順)

相
談
料　

無
料

申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

平
成
22
年
版　
　

県
民
手
帳
の
販
売

広
報
情
報
課　
　

☎
㉒
２
３
２
０

表
紙
の
色　

濃
緑
・
赤
・
ベ
ー
ジ
ュ

販
売
場
所　

広
報
情
報
課
、
各
総

合
支
所
総
務
課

販
売
価
格　

５
０
０
円(

税
込
み)

販
売
期
限　

１
月
29
日
㈮

そ
の
他　

タ
イ
ム
ク
リ
ッ
プ
、
正

林
堂
、
キ
ヨ
ス
ク
、
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
各
店
、
セ
ー
ブ
オ
ン
各
店
な

ど
で
も
販
売
し
ま
す

ソーセージづくりの様子



渋川広域
食農フェスタ

　渋川広域の食と農を消費者に発信し、
生産者と消費者の連携により地産地消
を進めるイベントを、１月30日(土)に
金島ふれあいセンターで開催します。
〈ほうれん草料理コンクール〉
▷時間　午前９時20分から　▷内容　
ホウレンソウを使った料理のコンクー
ル(材料はなるべく地場農産物を使用
する)  ▷申込方法　電話で問い合わせ
てください  ▷申込期限  １月８日(金)  
▷その他  当日は一般の人も観覧でき
ます
〈地産地消講演会〉
▷時間  午前10時～正午  ▷内容  「渋
川広域の食と農を結ぶ、地産地消のす
すめ」　▷講師　松井俊弘さん(元県立
農林大学校嘱託教授)　▷参加料　無
料　▷参加方法　当日直接会場へ
〈体験講習〉
▷時間　午後１時40分～３時　▷内
容  米粉を使った料理(ピザやクレー
プ)の調理体験　▷定員　30人(先着
順)　▷参加料　300円(材料費)　
▷持参するもの　エプロン、三角きん
▷申込方法　電話で問い合わせてくだ
さい
　いずれも問い合わせは、渋川地区農
業指導センター(☎㉓1321)へ。

農林課☎㉒2593
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□伊香保総合支所 ☎72-3155
□小野上総合支所 ☎59-2111
□子持総合支所 ☎24-1211

各総合支所の電話番号

□赤城総合支所 ☎56-2211
□北橘総合支所 ☎52-2111

農
業
委
員
会
委
員　
　
　
　

選
挙
人
名
簿
作
成
の
お
願
い

市
農
業
委
員
会
事
務
局

 

☎
㉒
２
９
２
０

　

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名

簿
を
作
成
す
る
た
め
、
各
地
区
の

農
業
協
力
員
を
通
じ
て
、
選
挙
人

名
簿
の
登
載
申
請
書
を
12
月
中
に

配
布
し
ま
す
。
次
の
要
件
に
該
当

す
る
人
は
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

資
格
要
件　

平
成
22
年
１
月
１
日

現
在
、
本
市
に
住
所
が
あ
る
平
成

２
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
で
、
次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す

る
人　

①
10
㌃
以
上
の
農
地
を
耕

作
し
て
い
る
人　

②
「
①
」
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
る
同
居
の
親

族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
耕
作

に
従
事
す
る
日
数
が
年
間
お
お
む

ね
60
日
以
上
の
人

提
出
方
法　

地
区
の
農
業
協
力
員

が
、
１
月
６
日
㈬
ま
で
に
登
載
申

請
書
の
回
収
に
う
か
が
い
ま
す

「
家
屋
滅
失
届
」

提
出
の
お
願
い

税
務
課 

☎
㉒
２
１
８
９

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
人
は
、
12

月
25
日
㈮
ま
で
に
税
務
課
資
産
税

グ
ル
ー
プ
ま
た
は
各
総
合
支
所
総

務
課
へ
「
家
屋
滅
失
届
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
取
り
壊
し
た
家

屋
に
つ
い
て
の
固
定
資
産
税
は
、

翌
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
取
り
壊
し
た
家
屋
が
登

記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
法
務

局
で
「
建
物
滅
失
登
記
」
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
よ
う
な
場
合
も
、

資
産
税
グ
ル
ー
プ
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
登
記
し
て
い
な
い
家
屋
の
所
有

者
が
変
更
に
な
っ
た
と
き

▽
店
舗
や
事
務
所
と
し
て
使
用
し

て
い
た
家
屋
を
住
居
用
に
変
更
し

た
場
合
な
ど
、
家
屋
の
用
途
を
変

更
を
し
た
と
き

水
道
水
か
ら　
　

灯
油
臭
が
し
た
ら

水
道
課 

☎
㉒
２
１
１
９

　

水
道
課
に
寄
せ
ら
れ
る
問
い
合

わ
せ
の
中
に
「
水
道
水
が
灯
油
臭

い
」
と
い
う
事
例
が
数
件
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
次
の

原
因
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

原
因　

宅
地
内
に
埋
設
さ
れ
た
水

道
管
が
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
や
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
な
ど
の
場
合
、
そ

の
付
近
に
設
置
し
た
灯
油
タ
ン
ク

か
ら
灯
油
漏
れ
な
ど
が
発
生
す
る

と
、
灯
油
が
土
中
の
水
道
管
に
浸

透
し
、
水
道
水
か
ら
灯
油
臭
が
発

生
し
ま
す

対
策　

灯
油
が
漏
れ
た
場
所
の
土

を
入
れ
替
え
て
く
だ
さ
い
。
場
合

に
よ
っ
て
は
、
水
道
管
の
取
り
替

え
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

灯
油
タ
ン
ク
な
ど
は
、
水
道
管
と

離
し
て
設
置
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す水

道
台
帳
図
補
正
の

現
地
調
査
に
協
力
を

水
道
課 

☎
㉒
２
１
１
９

　

市
で
は
、
水
道
の
効
率
的
な
維

持
管
理
や
、
施
設
な
ど
の
正
確
な

情
報
を
把
握
す
る
た
め
、
水
道
台

帳
図
を
定
期
的
に
補
正
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
次
の
期
間
に
お
い

て
、
給
水
装
置(

管
路
、
弁
栓
、
量

水
器)

の
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
は
、
市
が
委
託
し
た
業
者

(

市
発
行
の
身
分
証
明
証
を
携
帯
し

て
い
ま
す)

が
訪
問
し
、
住
宅
の
敷

地
に
立
ち
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

調
査
期
間　

12
月
15
日
㈫
〜
３
月

下
旬

調
査
区
域　

市
全
域

調
査
内
容　

給
水
装
置
の
位
置
確
認
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公
民
館

公
民
館

年
越
し
の
そ
ば
打
ち
に
挑
戦

渋
川
公
民
館 

☎
㉒
０
９
９
９そば打ちに挑戦しませんか

と
き　

12
月
22
日
㈫
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
公
民
館(

第
二
庁

舎)内
容　

伝
統
行
事
の
年
越
そ
ば
を

手
作
り
で
楽
し
み
ま
す

講
師　

松
浦
信
正
さ
ん(

渋
川
／

川

原
町)

定
員  

15
人(

超
え
た
場
合
は
抽
せ
ん)

参
加
料　

５
０
０
円(

材
料
費
・

12
月
17
日
㈭
ま
で
に
窓
口
へ)

持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

12
月
９
日
㈬
〜
11
日

㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

(

11
日
㈮
は
正
午
ま
で)

消
し
ご
む
ハ
ン
コ
で
年
賀
状

渋
川
公
民
館 

☎
㉒
０
９
９
９

と
き　

12
月
20
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

渋
川
公
民
館(

第
二
庁

舎)内
容　

消
し
ゴ
ム
を
削
っ
て
、
年

賀
状
用
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
ン
コ
を

作
り
ま
す

講
師　

平
石
春
江
さ
ん(

渋
川
／

南

町)対
象
者　

小
学
生

定
員  

18
人(

超
え
た
場
合
は
抽
せ
ん)

参
加
料　

３
０
０
円(

材
料
費
・

12
月
16
日
㈬
ま
で
に
窓
口
へ)

持
参
す
る
も
の　

筆
記
用
具

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

12
月
８
日
㈫
〜
10
日

㈭
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

(

た
だ
し
10
日
㈭
は
正
午
ま
で)

癒
し
の
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

12
月
21
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館(

中
央

公
民
館
内)

内
容　

花
や
葉
、
木
な
ど
の
香
り

の
精
油
を
使
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ろ
う
そ
く
を
作
り
ま
す

講
師　

藤
井
典
子
さ
ん(

石
原)

定
員　

16
人(

超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

参
加
料　

８
０
０
円(

材
料
費
・
12

月
18
日
㈮
ま
で
に
窓
口
へ)

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

12
月
９
日
㈬
〜
11
日

㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

新
春
ア
レ
ン
ジ

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

12
月
22
日
㈫
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館(

中
央

公
民
館
内)

内
容　

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

(

生
花
を
特
殊
加
工
を
し
た
も
の)

で
お
正
月
飾
り
を
作
り
ま
す

新春アレンジ

講
師　

板
倉
み
ゆ
き
さ
ん(

金
井)

定
員  

20
人(

超
え
た
場
合
は
抽
せ
ん)

参
加
料　

２
、
０
０
０
円(

材
料

費
・
12
月
18
日
㈮
ま
で
に
窓
口
へ)

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

12
月
９
日
㈬
〜
11
日

㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時



伊香保リンク(スケート場)
を一般開放します

●とき　12月20日(日)、25日(金)、
26日(土)、27日(日)、29日(火)、
30日(水)、１月２日(土)、３日(日)、
10日(日)、11日(祝)、17日(日)、
23日(土)、24日(日)、30日(土)、
31日(日)午前11時～午後３時　
●滑走料　▷大人＝１,100円　▷高
校生以下=600円　※スケート靴は
300円で貸し出します。　
●問い合わせ先　県総合スポーツセ
ンター伊香保リンク(☎723144)
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□伊香保総合支所 ☎72-3155
□小野上総合支所 ☎59-2111
□子持総合支所 ☎24-1211

各総合支所の電話番号

□赤城総合支所 ☎56-2211
□北橘総合支所 ☎52-2111

包
丁
研
ぎ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

12
月
18
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館(

中
央

公
民
館
内)

内
容　

包
丁
の
研
ぎ
方
や
手
入
れ

方
法
を
学
び
ま
す

講
師　

高
平
一
さ
ん(

半
田)

定
員　

16
人(
超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

参
加
料　

無
料

持
参
す
る
も
の　

包
丁(
２
本
ま

で)

、
タ
オ
ル
２
枚
、
エ
プ
ロ
ン
、

砥と

石(

持
っ
て
い
る
人)

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

12
月
９
日
㈬
〜
11
日

㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の
日

体
育
課 

☎
㉒
２
１
０
４広々としたサブアリーナ

　

毎
月
第
２
日
曜
日
は
、
市
民
家

庭
ス
ポ
ー
ツ
の
日
で
す
。
皆
さ
ん

が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

よ
う
に
、
体
育
指
導
委
員
２
人
が

利
用
者
の
要
望
に
よ
り
指
導
、
助

言
を
行
い
ま
す
。

と
き　

12
月
13
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ　

子
持
社
会
体
育
館(

サ

ブ
ア
リ
ー
ナ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
の
み)

「
渋
川
い
き
い
き
健
康
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
教
室
紹
介

体
育
課 

☎
㉒
２
１
０
４

〈
ス
ケ
ー
ト
教
室
〉

と
き　

12
月
15
日
㈫
〜
１
月
21
日

㈭
の
毎
週
火
・
木
曜
日
午
後
５
時

30
分
〜
８
時
30
分(

12
月
31
日
㈭
、

１
月
５
日
㈫
を
除
く
・
計
10
回)

と
こ
ろ　

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
伊
香
保
リ
ン
ク

内
容　

日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ケ

ー
ト
指
導
者
が
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
初
心
者
、
中
級
者
へ
の
技
術
指

導
と
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す

※
別
途
毎
回
滑
走
料(

小
人
２
０
０

円
、
成
人
４
０
０
円
が
必
要
で
す)

対
象
者　

市
内
の
小
学
生
〜
成
人

の
ス
ケ
ー
ト
初
心
者
、
中
級
者

※
リ
ン
ク
へ
は
毎
回
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
送
迎
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
ケ
ー

ト
靴
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

定
員　

25
人(

先
着
順)

参
加
料　

５
０
０
円(

保
険
料
な

ど)申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

渋
川
い

き
い
き
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
小

松
秀ひ

で

司じ

さ
ん(
☎
㉔
０
１
２
０)

へ
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□本庁舎・第二庁舎　☎22-2111

BOXBOXくらしのくらしの
ぼ っ く すぼ っ く す情報情報

市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
冬
季
大
会

ス
ケ
ー
ト
大
会
参
加
者
募
集

体
育
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

と
き　

１
月
９
日
㈯
午
後
３
時
開

会
式
、
午
後
４
時
競
技
開
始(

予

定)と
こ
ろ　

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
伊
香
保
リ
ン
ク

競
技
種
目　

別
表
の
と
お
り

(別表)　　　市民スケート大会
種　　別 種　　目

小学生
低学年

500ｍ・1,000ｍ

(男女別に２種目の
合計得点で総合優勝
を決定)

高学年
中学生

高校生(10歳代を含む)
20歳代
30歳代
40歳代
50歳以上

オープン競技
100ｍ(初心者のみ)
1,500ｍ・3,000ｍ

参加者全員 ゲーム

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団

体
加
入
者(

初
心
者
も
歓
迎)

参
加
料　

無
料(

貸
靴
は
３
０
０

円)

申
込
方
法　

電
話
で
市
体
育
協
会

ス
ケ
ー
ト
部
事
務
局
白
石
正
明
さ

ん(

☎
０
９
０

－

１
１
１
６

－

３

３
５
２)

へ

申
込
期
限　

12
月
28
日
㈪

福　

祉

福　

祉

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

☎
㉓
１
７
６
５

〈
ふ
れ
あ
い
浴
場
〉

と
き　

12
月
27
日
㈰

内
容　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
浴
場
の
無
料
開
放(

市
民
の
み)

〈
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
〉

と
き　

毎
週
日
曜
日

コ
ー
ス　

午
前
９
時
15
分
金
島
駅

発
、
９
時
50
分
ス
カ
イ
テ
ル
メ
渋

川
、
10
時
15
分
渋
川
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
着
。
帰
り
は
午
後
２
時
セ

ン
タ
ー
発

〈
健
康
相
談
〉

と
き　

12
月
10
日
㈭
午
後
１
時
30

分と
こ
ろ　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー医
師　

塚
越
秀
男
さ
ん(

渋
川
／

御

蔭)

〈
１
月
の
休
館
日
〉

１
日
㈷
〜
４
日
㈪
、
12
日
㈫
、
13

日
㈬
、
18
日
㈪
、
25
日
㈪

図
書
館

図
書
館

お
話
コ
ン
サ
ー
ト

北
橘
図
書
館　
　

☎
52
２
３
０
０

と
き　

12
月
19
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

北
橘
公
民
館
３
階
視
聴

覚
室

内
容　

お
は
な
し
会
「
ち
び
っ
こ

あ
つ
ま
れ
！
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
ピ

ア
ノ
演
奏
を
交
え
た
読
み
聞
か
せ

入
場
料　

無
料

古
文
書
解
読
初
心
者
講
座

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

12
月
13
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

２
階
大
会
議
室

内
容　
「
行
幸
田
文
庫
を
読
む
」

〜
古
文
書
に
見
る
湯ゆ

の

上う
え

村
〜

講
師　

平
澤
文
夫
さ
ん(

金
井)

入
場
料　

無
料

子
ど
も
映
画
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

12
月
12
日
㈯
午
後
２
時

と
こ
ろ　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
い
た
ず
ら
子
ネ
コ
」

入
場
料　

無
料

萌
え
の
子
お
は
な
し
会

ク
リ
ス
マ
ス
会　
　
　

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

12
月
19
日
㈯
午
後
２
時

と
こ
ろ　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　

▽
絵
本
＝
「
ス
ペ
ー
ス
ボ

ー
イ
〜
だ
ぼ
ち
ゃ
ん
の
だ
い
ぼ
う

け
ん
〜
」「
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
お

き
て
て
く
ま
さ
ん
」　

▽
ブ
ラ
ッ

ク
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
＝
「
マ
ッ
チ

売
り
の
少
女
」「
あ
わ
て
ん
ぼ
う

の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」「
ね
ず
み

の
よ
め
い
り
」

入
場
料　

無
料

映
画
鑑
賞
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

12
月
20
日
㈰
午
後
２
時

と
こ
ろ　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ

ル
」(

監
督
：
ア
ー
サ
ー
・
ア
ラ

ン
・
シ
ー
デ
ル
マ
ン
／

主
演
：
ケ

ル
シ
ー
・
グ
ラ
マ
ー
／

２
０
０
４

年
・
ア
メ
リ
カ
映
画)

入
場
料　

無
料
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募集
県
障
害
者
技
能
競
技

大
会
出
場
者
募
集

●
と
き　

２
月
７
日
㈰
午
前
９
時

30
分　

●
と
こ
ろ　

雇
用
・
能
力

開
発
機
構
群
馬
セ
ン
タ
ー(

高
崎
市

山
名
町)　

●
競
技
種
目　

ワ
ー
プ

ロ
、
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力
、
木
工
、

喫
茶
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン

グ　

●
対
象
者　

15
歳
以
上
の
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

所
持
者
で
、
県
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人(

通
所
含
む)　

●
申
込

方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
県
雇
用
開
発
協
会(

☎
０
２
７

－

２
２
４

－

５
７
６
６
・

０
２
７

－

２
２
３

－

４
３
３
０)

案内
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

　

平
成
22
年
度
の
「
裁
判
員
候
補

者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」

と
「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ

の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
が
、
既
に

裁
判
所
か
ら
各
候
補
補
者
へ
郵
送

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
裁
判
所
か
ら
の
電
話
に

よ
る
照
会
や
裁
判
員
制
度
に
関
し

て
の
金
銭
な
ど
の
授
受
に
関
す
る

連
絡
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
不

審
な
電
話
な
ど
に
は
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

前
橋
地
方
裁

判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係(

☎

０
２
７

－

２
３
１

－

４
２
７
５)

案内
警
察
の
各
種
相
談
窓
口
・

犯
罪
被
害
給
付
制
度

〈
各
種
相
談
窓
口
〉

　

県
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害
に
遭

っ
た
人
や
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
も

っ
た
人
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

▽
犯

罪
被
害
者
相
談
電
話
＝(

☎
０
２
７

－
２
２
１

－

７
７
７
７)　

▽
性
犯

罪
被
害
者
相
談
電
話
＝(

☎
０
２
７

－

２
２
４

－

４
３
５
６)　

▽
警
察

安
全
相
談
＝(

☎
０
２
７

－

２
２
４

－

８
０
８
０)　

▽
振
り
込
め
詐
欺

相
談
＝(

☎
０
２
７

－

２
２
４

－

５

４
５
４)　

▽
少
年
の
悩
み
相
談
＝

(

☎
０
２
７

－

２
５
４

－

３
７
４
１)

▽
暴
力
団
犯
罪
な
ど
の
相
談
＝(

☎

０
２
７

－

２
２
３

－

９
３
８
６)

〈
犯
罪
被
害
給
付
制
度
〉

　

故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
被

害
に
遭
っ
た
本
人
や
遺
族
に
対
し

て
国
が
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
給
付
内
容　

①
遺
族
給
付
金　

②
重
傷
病
給
付
金　

③
障
害
給
付

金　

●
問
い
合
わ
せ
先　

県
警
察

本
部
広
報
広
聴
課
被
害
者
支
援
室

(

☎
０
２
７

－

２
４
３

－

０
１
１
０)

納税
消
費
税
の
届
出
書

〈
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
〉

　

個
人
事
業
者
で
、
新
た
に
平
成

22
年
分
の
消
費
税
の
課
税
事
業
者

(

平
成
20
年
分
の
課
税
売
上
高
が
１
、

０
０
０
万
円
を
超
え
る
人)

と
な
る

場
合
は
、「
消
費
税
課
税
事
業
者
届

出
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

〈
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
〉

　

基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
が
５
、

０
０
０
万
円
以
下
の
課
税
事
業
者

は
、
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
で
き

ま
す
。
な
お
、
平
成
22
年
分
か
ら

簡
易
課
税
制
度
を
適
用
し
て
申
告

す
る
人
は
、
12
月
31
日
㈭
ま
で
に

「
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届

出
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
高
崎
税
務
署(

☎

０
２
７

－

３
２
２

－

４
７
１
１)

へ
。



【結核ってなに？】
　結核とは、結核菌によって
主に肺に炎症を起こす病気で
す。結核菌は、重症の結核患
者が咳やくしゃみをした際に
飛散し、それを周りの人が直
接吸い込むことによって感染

します。
　結核の初期症状は、かぜと
よく似ています。せきやたん
が２週間以上続いたら医療機
関を受診しましょう。また、
結核を予防するために、生後
６か月までにＢ

ビ ー シ ー ジ ー

ＣＧ接種を受
けましょう。

　「広報しぶかわ」11月15日号の３ページに掲載した「別表１新型イ
ンフルエンザ予防接種実施医療機関」のうち、北関東循環器病院の電
話番号に誤りがありました。正しくは、☎０２７－２３２－７１１１
です。訂正しておわびします。

訂　正
おわび
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複
十
字
運
動
に
ご
協
力
を

募
金
箱
を
市
内
７
カ
所
に
設
置

結
核
予
防
の
活
動
支
援
に

募
金
を
お
願
い
し
ま
す

　

複
十
字
運
動
は
、
結
核
や
肺
が
ん

な
ど
の
胸
部
に
関
す
る
疾
患
を
な
く

し
て
、
健
康
で
明
る
い
社
会
を
つ
く

る
た
め
、
結
核
予
防
週
間(

９
月
24

日
〜
30
日)

を
中
心
に
、
８
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
に
か
け
て
全
国
的
に

展
開
さ
れ
て
い
る
運
動
で
す
。

　

結
核
は
「
過
去
の
病
気
」と
さ
れ
、

予
防
意
識
が
低
下
し
て
い
ま
す
が
、

学
校
や
医
療
機
関
、
高
齢
者
関
係
施

設
で
集
団
感
染
が
発
生
す
る
な
ど
、

現
在
で
も
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。

複
十
字
運
動
は
、
こ
の
危
機
的
な
状

況
を
地
球
規
模
で
克
服
し
て
い
く
た

め
、
世
界
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
運
動
に
協
力
し
、

皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
の
募

金
を
お
願
い
す
る
た
め
、
別
表
の
と

お
り
募
金
箱
を
設
置
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、

病
気
に
対
す
る
知
識
の
啓
発
や
予
防

意
識
の
高
揚
と
い
っ
た
結
核
予
防
の

広
報
活
動
、
結
核
検
診
車
・
検
診
機

器
の
整
備
、
結
核
の
調
査
研
究
、
さ

ら
に
は
予
防
事
業
へ
の
助
成
や
発
展

途
上
国
の
結
核
対
策
援
助
に
使
わ
れ

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー

(

☎
㉕
１
３
２
１)

へ
。

別表　　複十字運動募金箱設置場所
地　区 設置場所

渋　川
市役所本庁舎１階　市民課窓口
市役所第二庁舎１階　渋川保健センター窓口

伊香保 伊香保総合支所　市民福祉課窓口
小野上 小野上総合支所　市民福祉課窓口
子　持 子持総合支所　市民福祉課窓口
赤　城 赤城総合支所　市民福祉課窓口
北　橘 北橘総合支所　市民福祉課窓口
※ 募金箱の設置は、12月28日(月)までです。
※設置時間は、開庁日の業務時間内です。

複十字運動の募金箱



診療受付時間のご案内／
耳鼻いんこう科　月曜日　午後１時～４時(診療は３時から)
眼科　水曜日　午前８時30分～11時30分

市立渋川総合病院

☎22ｰ4111
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健康インフォメーション

健康の道しるべ

健

康

管

理

課

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
警
報
が
発
令
中

　

11
月
17
日
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行

警
報
が
県
か
ら
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
る
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

感
染
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
、
県
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
ま
す
。
正
確
な
情
報
の
も
と

冷
静
な
対
応
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
医
療
機
関
の
受
診
に
つ
い
て

　

今
後
、
さ
ら
に
医
療
機
関
を
受
診
す

る
患
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、

次
の
こ
と
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

○
総
合
病
院
や
救
急
病
院
に
患
者
が
集

中
す
る
と
、
病
院
機
能
が
ま
ひ
し
、
ほ

か
の
病
気
な
ど
で
緊
急
的
な
治
療
が
必

要
な
人
へ
の
対
応
が
困
難
に
な
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
近
く
の

か
か
り
つ
け
医
な
ど
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○
受
診
の
際
は
、
事
前
に
医
療
機
関
に

電
話
連
絡
し
、
マ
ス
ク
を
し
て
出
掛
け

ま
し
ょ
う
。

○
休
日
や
夜
間
に
発
症
し
た
場
合
、
子

ど
も
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
な
ど
は
、

全
国
で
は
ま
れ
に
重
症
化
し
て
い
る
事

例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
症
状

の
変
化
に
注
意
し
て
、
休
日
当
番
医
や

夜
間
急
患
診
療
所(

☎
㉓
８
８
９
９)

な

ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
急
な
発
熱
、
咳
や
の
ど
の
痛
み
な
ど
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
の
症
状
が
あ
る
と

き
の
対
応
に
つ
い
て
、
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
は
、
全
体
と
し
て
は
必
要
量
が

確
保
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。
次
の
こ
と

を
理
解
し
た
う
え
で
、
適
切
な
対
応
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
子
ど
も(

１
歳
〜
小
学
校
３
年
生)

へ

の
接
種
に
つ
い
て
は
、
12
月
上
旬
か
ら

開
始
で
き
る
よ
う
調
整
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
は
段
階
的
に
製

造
さ
れ
、
順
次
供
給
さ
れ
る
た
め
、
一

時
的
に
予
約
・
接
種
を
待
つ
場
合
が
あ

り
ま
す
。

○
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
予
約
制
と
な
っ

て
い
ま
す
。
予
約
の
重
複
は
避
け
て
く

だ
さ
い
。

○
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
重
症
化
の
予
防

に
一
定
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い

わ
け
で
は
な
く
、
副
反
応
な
ど
の
リ
ス

ク
が
あ
る
こ
と
も
理
解
の
う
え
、
接
種

の
判
断
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
予
防
と
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
に

○
十
分
な
睡
眠
と
栄
養
を
と
り
、
で
き

る
だ
け
人
ご
み
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

○
症
状(

発
熱
・
の
ど
の
痛
み
な
ど)

が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う

○
手
洗
い
と
う
が
い
を
こ
ま
め
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
健
康
管
理
課(

☎
㉕
１

３
２
１)

へ
。



R e l a x a t i o n  S q u a r e
や す ら ぎ の 広 場

フォト
しぶかわ

屋外芸術の探訪　vol.８
美術作品紹介

　この作品は、渋川広域消防本部の北にある平沢川橋
上公園に設置されています。衣装を風になびかせ、花
束を太陽に捧げるように、空へ手を伸ばす女性の像で
す。これから１日１日と日が短くなる季節ですが、作
者はこの像を通して、太陽や自然の偉大さを表現して
いるように感じられます。
　作者は沼田市生まれの彫刻家。この像のすぐ近くに
同じ作者の作品が数多く常設されている市美術館があ
ります。

　このコーナーでは、皆さんが撮影した季節感のある風景や催し物などの写真(特定
の人物を中心にしているものは除く)を掲載します。写真１枚にタイトルと撮影場所、
撮影日、住所、氏名、電話番号を明記して広報情報課(〒377-8501・石原80・
kouhou@city.shibukawa.gunma.jp)へ。

表紙の写真　小春日和となった11月６日、渋川幼稚園では、園庭でたき
火をして「焼きいも会」が開かれました。この日は全園児のほかに、来
年入園する子どもも参加。サツマ芋がおいしく焼けるまで、たき火を囲
んで歌ったり、お遊戯をしたりして楽しい時間を過ごしました。

うぶごえ（10月生まれ)
男の子　20人
女の子　25人

広報しぶかわ 〒377-8501　群馬県渋川市石原80

平成21年12月１日発行　通巻91号　TEL 22-2111　FAX 24-6541
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